
「世界中の人々に幸せを届ける先
進技術の開発を先導する」ことを
ミッションに掲げるHappy Japan
は、日本の製造業の優れた象徴と
もいえる存在だ。

1923年に創業した山形県本社
の同社は、優れたユーザー体験を
提供する高品質な製品群を次々
と生み出しており、その製品ポート
フォリオは今も拡大し続けている。

スムーズな操作性を誇る家庭用
ミシンから、業界標準をリードする
産業用刺繍機、そして最先端のIC
検査装置まで、Happy Japanの技
術力は多岐にわたり、卓越した特
長が全製品に宿っている。

これらの 世 界 水 準 を実 現して
いる鍵は、「モノづくり」への徹底
したこだ わりだ 。これ は 日 本 独
自 の 製 造 哲 学 であり、卓 越した
職 人 技と品 質を追 求する姿 勢を
意味する。

「日本のモノづくりの最大の強
みは、お客様の細かなニーズにぴ
たりと応える製品を創出できること
にあります。高い満足度を実現でき
るのです」と、原田 は語る。

「高品質な製品を生産しつつ、
コストを抑えて手の届きやすい価
格にすること。そして生産工程の
標準化によって、効率的な製造体
制を実現すること。この3つの要素
が合わさることで、モノづくりの力
が発揮されるのです。」

Happy Japanの家庭用ミシン
は、顧客の使用感を徹底的に追求
した成果として、その姿勢を象徴
する製品となっている。

「当社のミシンの特長は、非常
に静音性が高く、ユーザーにとって
快適でやさしい縫製体験を提供で
きる点です」と原田。「一般的なミ
シンは60デシベル後半で動作しま
すが、当社の製品は60デシベル前
半で稼働します。今後はさらにこれ
を60デシベル未満にするため、研
究開発投資を続けています。」

「また、当社独自の布送り技術
も大きな強みです。生地の厚みに
かかわらず、常にスムーズで安定
した縫い目を実現できるため、極薄
素材から厚手の布まで、あらゆる素
材に柔軟に対応できます。」

2021年、同社はOEM（相手先ブ
ランド製造）中心の体制から転換
し、自社オリジナルブランド「Hap-
py Japan」ミシンを立ち上げ、国際
的な認知度向上に注力し始めた。

「日本国内では家庭用ミシンの
需要が非常に低迷しています」と原
田は明かす。「一方で、米国やヨー
ロッパなどの海外市場では依然と
して根強い需要があり、当社はこ
れらの地域への輸出拡大に注力
しています。」

また、Happy Japanの最先端の
産業用設備も、同社の継続的な成
長戦略において欠かせない要素と
なっている。

高い耐久性と振動のない構造を
備えた刺繍機には、業界でも屈指
の出力を誇るモーターが搭載され
ており、直感的に操作できる制御
パネルも備えている。12種類の刺
繍を同時に縫製できるモデルも用
意されている。

これらの刺繍機も、家庭用ミシ
ンと同様に、社内の研究開発部門
により日々改良が続けられている。
さらに、Happy Japanが近年注力
しているのがIC（集積回路）検査装
置であり、これは半導体業界への
展開の中心を成している。

同社のICハンドラーは、高速性、
正確性、繊細な動作を兼ね備えてお
り、微細なICチップの取り扱いにお
いて不可欠な特性を実現している。

「 当 社 の I C ハ ンドラ ー は 、各
I C が 良 品 か 不 良 品 か を最 終 検
査する装 置 ですが、世 界 最 速 の
処 理 性 能 を誇ります」と原 田 は
強 調する。「しか も、I C を傷 つ け
ないよう非 常 にやさしい動 作 機
構 を採 用して います。他 社 製 の
装 置 では 、正 常 な I C を誤って 不
良 品 と判 定してしまうこともあ
りますが、当社の装置はそのよう
な誤判定を防ぎ、正確に検出・合
格させます。」

さらに、ICハンドラーの設計は自
動化が進んでおり、1人のオペレー
ターが数十台の装置を同時に監
視することが可能だ。「切り替え時
間は最小限、ダウンタイムはゼロ
に抑え、シームレスな稼働と最大
の生産効率を実現しています」と
原田は語る。

A Iや電 気 自 動 車といった成 長
分野を支える半導体産業の中核
を担うICチップ。その分野におい
て、Happy Japanは今後もICハン
ドラーへの投資を一層強化してい
く方針だ。

「この事業を、今後の当社の中
核事業のひとつとしてさらに強化
していく考えです」と原田氏は締め
くくった。

「モノづくりの力とは、品
質・コスト効率・業務遂行
力の三位一体によって生ま
れます。」

—— 株式会社ハッピージャ
パンCEO 原田 啓太郎

Original article published in Newsweek on July 18th, 2025. Written by the Worldfolio
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